
            製  品  安  全  デ  －  タ  シ  －  ト   

 

製造者情報            会  社  名  株式会社  オ－デックコ－ポレ－ショ ン  

                住    所  東京都大田区東馬込２－１９－１０  

                担当部 門  化成品課  

                電話番 号  ０３－５７１８－７４２５  

                FAX 番 号  ０３－５７１８－７４２６  

整理番号： blk-r          作  成  日   ２００８年  ４月  ７日  

                更  新  日  ２００９年  １月１０日（記載変更無 し）  

 

製品名（化学品、商品名等）    Ｂ  Ｌ  Ｋ  －  Ｒ  １  ０  ０  ０   

 

物質の特定     単一製品・混合物の区 別       混合物（錆止め油）  

         化学品               石油系炭化水素及び添加剤  

         成分及び含有量         潤滑油基油 88.0%  添加剤 12.0% 

         化学式又は構造式          特定できない。  

         官報公示整理番号（化 審法、安衛法）企業秘密なので記載できな い。  

         ＣＡＳ  Ｎｏ．           企業秘密なので記載できな い。  

         国連分類及び国連番号        該当しない  

         ＰＲＴＲ法             該当しない  

危険有害性の分類  分類の名称     ： 分類基準に該当しない。  

         危険性       ： 消防法危険物第４類第３石油類  

         有害性       ： 現在までのところ有用な情報なし  

         環境影響      ： 現在までのところ有用な情報なし  

 

応急措置      目に入った場合   ： 清浄な水で最低１５分間、目を洗浄した後 、  

                   医師の手当を受ける。  

         皮膚に付着した場合： 水と石鹸で付着した部分を洗う。  

         吸入した場合    ： 新鮮な空気の場所に移す。身体を毛布で覆 い、  

                   保温、安静に保ち、医師の手当を受ける。  

         飲み込んだ場合   ： 無理に吐かせないで医師の手当を受ける。  

                   口の中が汚染されている場合には、水で  

                   充分に洗うこと。  

火災時の措置    消化方法：１．火元へ の燃焼源を断つ。  

              ２．初期の 火災には、粉末、炭酸ガスを用いる。  

              ３．大規模 火災の際には、泡消化剤で空気を遮断する こと  

                が有効 である。注水は、火災を拡大し危険。  

              ４．周囲の 設備などに散水して冷却する。  

              ５．消化作 業の際には、風上から行い必ず保護具を着 用。  

              ６．火災発 生場所周辺は関係者以外の立入りを禁止す る。  

         消火剤  ：霧状の強化 液、泡、粉末又は炭酸ガスが有効である。  

              消火には棒 状の水を用いてはならない。  
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漏出時の措置    １．少量の場合：ウエ ス、乾燥砂などに吸わせて空容器の回収し 、  

                 その 後を完全にウエスで拭い取る。  

         ２．大量の場合：漏洩 した場所の周辺にロ－プを張るなどして人 の  

                 立ち 入りを禁止する。作業の際には必ず保護具 を  

                 着用 する。漏洩した液は土砂などでその流れを  

                 止め 、安全な場所に導いた後、出来るだけ空容 器  

                 に回 収する。河川、下水道等に排出されないよ う  

                 に注 意する。  

         ３．海上の場合：オイ ルフェンスを展開して拡散を防止し、吸着  

                 マッ ト等で吸い取る。薬剤を用いる場合には  

                 運輸 省令で定める技術上の基準に適合したもの  

                 でな ければならない。  

 

取り扱い及び保管上の注意  

         取り扱い：１．指定数 量以上の量を取り扱う場合には、法で定め  

                られた 基準を満足する製造所、貯蔵所、取扱所で  

                行う。  

              ２．炎、火 花または高温体との接触を避けるとともに 、  

                みだり に蒸気を発生させないこと。  

              ３．常温で 取り扱うものとし、その際、水分夾雑物の  

                混入に 注意すること。  

              ４．静電気 対策を行う。作業衣、靴等も導電性のもの  

                を使用 する。  

              ５．石油製 品から発生した蒸気は空気より重いので滞 留  

                しやす い。そのため換気及び火気などのへの注意 が  

                必要で ある。  

              ６．危険物 が残存している機械設備などを修理又は加 工  

                する場 合は、安全な場所において危険物を完全に  

                除去し てから行う。  

              ７．皮膚に 触れたり、目に入る可能性のある場合には  

                保護具 を着用する。  

              ８．容器は 、必ず密閉すること。  

              ９．口で油 を吸上げるようなこと（サイホン）はしな い。  

         保   管：１．冷暗所 で換気のよい場所に保管する。  

              ２．危険物 の表示をして保管する。  

              ３．熱、ス パ－ク、火炎並びに静電気蓄積を避ける。  

              ４．保管場 所で使用する電気器具は、防爆構造とし、  

                器具類 は接地する。  

              ５．ハロゲ ン類、強酸類、アルカリ類、酸化性物質と の  

                接触並 びに同一場所での保管を避ける。  
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暴露防止措置   管理濃度：規定なし（労 働省告示第７９号、Ｓ６３年９月１日非該 当）  

        許容濃度  日本産業衛生 学会（１９９３年度版）： 3mg/m3(ﾐｽﾄとして ) 

             ACGIH （１９ ９３～１９９４年度版）： TWA 5mg/m3（同上）  

        設備対策：ミストが発生 する場所は発生源の密閉化または局所換気  

             装置の設置が 望ましい。取扱場所の近辺に、洗顔および  

             身体洗浄のた めの設備を設ける。  

        保護具、呼吸用保護具： 通常必要ではないが必要に応じて防毒マス ク  

                  （ 有機ガス用）を着用する。  

        保護眼鏡：飛沫が飛ぶ場 合には普通眼鏡型を着用する。  

        保護手袋：長期間または 繰り返し接触する場合には耐油性のものを  

             着用する。  

        保護衣  ：長時間にわた り取り扱う場合または濡れる場合には、耐 油性  

             の長袖作業服 等を着用する。  

 

物理／化学的   外  観：赤褐色透明液体    色 (ASTM)：３．５    揮発性：なし  

    性質   流動点：－４０．０℃以 下   密  度  ： 0.84(g/cm3 15℃ ) 

        初留点：２１０℃       溶解度  ：水に難溶  

 

危険性情報     引火点：８８℃         発火点：２３５℃  

（安定性・     可燃性：あり  

 反応性）     発火性（自然発火性、 水との反応性）：なし  

         酸化性：なし  

         自己反応性・爆発性： なし  

         安定性：極めて安定で あり、反応性は殆どない。  

         反応性：強酸化剤との 接触は避ける。  

 

有害性情報（人についての症例、疫学的情 報を含む）  

     皮膚腐食性：なし  

     刺激性（皮膚、眼）：長期また は繰り返し接触する場合刺激性ある恐れあ り。  

     感作性：デ－タなし  

     急性毒性（５０％致死量等を含 む）：デ－タなし  

     亜急性毒性：デ－タなし  

     慢性毒性：デ－タなし  

     がん原性：基油、ＩＡＲＣ  分 類３  添加剤、デ－タなし  

     変異原性（微生物、染色体異常 ）：デ－タなし  

     生殖毒性：デ－タなし  

     催奇形性：デ－タなし  

     その他（水と反応して有毒なガ スを発生する等を含む）：有用な情報なし 。  
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環境影響情報    分解性：現在のところ 有用なデ－タなし。  

         蓄積性：現在のところ 有用なデ－タなし。  

         魚毒性：現在のところ 有用なデ－タなし。  

 

廃棄上の注意    １．事業者は産業廃棄 物を自ら処理するか、または知事の許可を  

           受けた産業廃棄物 処理業者、もしくは地方公共団体がその処 理  

           を行っている場合 にはそこに委託して処理する。  

         ２．投棄禁止。  

         ３．埋立処分を行う場 合には、あらかじめ焼却設備を用いて焼却 し、  

           その燃殻について 、下記の物質が総理府で定めた基準以下で ある  

           ことを確認しなけ ればならない。（銅またはその化合物、亜 鉛  

           またはその化合物 、ふっ化物、アルキル水銀化合物、水銀ま たは  

           その化合物、砒素 またはその化合物、六価クロム化合物、有 機燐  

           化合物、鉛または その化合物、カドミウムまたはその化合物 、  

           シアン化合物、Ｐ ＣＢ）  

         ４．燃焼する場合には 安全な場所で、かつ燃焼または爆発によっ て  

           他に危害または損 害を及ぼす恐れのない方法で行うとともに 、  

           見張り人をつける こと。  

 

輸送上の注意  １．陸上輸送  

          消防法  

           容器：危険物の規 制に関する規則別表第３の２  

              容器は危険 物の規則に関する技術上の基準の細目を  

              定める告示 第６８条の５に定める容器試験基準に  

              適合してい ることを自主確認すること。  

           容器表示：危険物 の品名、第３石油類、危険等級 III、数量、  

                火気厳 禁  

           積載方法：運搬時 の積み重ね高さは３ｍ以下。規定数量以上 の  

                危険物 を車両で運搬する場合は、自治省令で定め る  

                ところ により当該車両に標識を掲げること。また  

                この場 合、当該危険物に該当する消火設備を備え る  

                こと。  

           混載禁止：第１類 および第６類の危険物、高圧ガス  

       ２．海上輸送および航空輸 送  

          船舶安全法：非危険 物（個別運送およびばら積み運送において ）  

          航空法   ：非危険 物  

       ３．注意事項    引火性 液体なので火気厳禁  
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適用法令    １．化審法および労安法の 既存化学物質名簿への登録：登録済み  

       ２．消防法  危険物：第４ 類第３石油類（指定数量２０００リットル ）  

       ３．水質汚濁防止法：油分 排出規制  （許容濃度５ mg/l）  

       ４．海洋汚染防止法：油分 排出規制  （原則禁止）  

       ５．下水道法：    鉱油 類排出規制  （５ mg/l）  

       ６．廃棄物の処理および清 掃に関する法律：産業廃棄物規制 (拡散 ､流 出  

         の禁止 ) 

 

その他（引用文献等）  

    １．許容濃度の勧告 (1993) 日本産 業衛生学会  産業医学  35巻  P.323-367 

    ２．化審法  既存化学物質  ハン ドブック第４版  化学工業日報社  

    ３． Thresholds limit value for chemical substances and physical agents 

         and biolojical exposure indices ACGIH (1991-1992) 

    ４． IARC monographs on the evaluation of the calcinogenic risk of  

        chemicals to humans vol.33 

    ５．製品安全デ－タシ－トの作成 指針（日本化学工業協会）  

 

記載内容の問い合わせ先：  化成品課  Ｔ ＥＬ：０３－５７１８－７４２５  

 

 製品安全データシートは、危険有害な化 学製品について、安全な取り扱いを確保す る  

 ための参考情報として、取り扱う事業者 に提供されるものです。  

 取り扱う事業者は、これを参考として、 自らの責任において、個々の取り扱い等の  

 実態に応じた適切な処置を講ずることが 必要であることを理解した上で、活用され る  

 ようお願い申し上げます。  

 従って、本データシートそのものは、安 全の保証書ではありません。  
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